第20回　施設処遇検討会議　議事録　H23.10.3

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・小笠原嘉紀・中岫かなえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬渕豊子・木村春子・・小坂和子・中村文洋・上平ユリ子

　　　　　　　　　（欠席者：秋山SGM・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：馬渕　豊子
議題

１：小野寺ノリ様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：夏坂浩美様　　（青山荘入所者様）の処遇について

１：小野寺　ノリ様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：高脂血症

＜問題点＞
1 健忘が著明となり、身の回りの事を一人で行えない

· 月日、時間、場所が分からなくなる
· 健忘による生活能力の低下

　（保清・洗濯・掃除・服薬の自己服用）

2 高齢による身体的機能の低下が見られる

・　活動性の低下と体重の増加

＜処遇計画＞
・月日、日課はカレンダーを見て確認、予定も書き込むことを支援して忘れることを防ぐ。

・新聞など利用、読み書きを促すことで、認知力減退を防ぎ残存している長期記憶のほか

短期記憶も意識できるよう介入、生活能力を保持する。

・保清面（入れ歯）、洗濯、掃除など日常的生活は声がけと実践場面を職員が実践して見せて

一緒に行い、意識づけにつなげる。

・朝の体操、散歩、手指を使う（手芸・布巾縫い）事で身体機能の低下防止を図る。

・体重増加は健康維持にも影響するので定期体重測定を行い、数値の変動に関心を示して頂くよう伝えていく。

・認知症の進行状態、介護認定申請手続き経過、施設新体系移行の現状を家族様にも説明する機会を持つ。
＜評価＞
本人様の認知機能の衰えを把握しながら適宜関わり、施設生活での支援を継続する。

家族様に介護認定申請手続き経過と施設新体系移行状況を理解していただく様説明する。

２：夏坂浩美様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：なし

＜問題点＞
1 基本的生活習慣の習得

· 歯磨き、洗顔、髭剃りの習慣

· 定期入浴、衣服の更衣、洗濯

· 自室清掃、整理整頓

2 日中活動

・　自主的に取り組む活動が無く、無為に過ごす事が多い。

3 身体面における疾病理解

· 服薬への理解の低さ

· 歯科受診への拒否

4 金銭管理

・金銭を計画的に使用することに困難さある。

＜処遇計画＞
・基本的保清面で歯磨き、洗顔、髭剃り、おおまかな形で行うも丁寧さが見られない為、介入の必要はある。

・介入方法で必要以外の介入と声がけを嫌う傾向もあり、タイミングを見逃さず関係性を保持しながら行う。

・入浴、更衣、洗濯は汚れを意識して行う認識は薄い。声がけや介入を拒否しがちな現状もあるため、

関わりを良好に保ち、必要性を伝えてスケジュール化していく。

・自室清掃、整理整頓は日課に組み入れて行うやり方で日を決めて習慣化を図る。

・日中活動への参加は自発的に行える事柄が明瞭でないため、話しかけや面談を通じて希望を聴きとりこれまで行えてきた事を手がかりに提案しながら進める。

・統合失調症と皮膚科以外にも歯科通院を9/26から受診、治療受けているが、健康のため受診が必要と考える事の理解が乏しく、不安な様子を見せるため、完治に繋がるよう定期治療を促す。

・金銭管理は小遣い帳の記入をきちんと行う利点を活用して定期に行う。

・余分なお金を所持すると全部使おうとする気質あるため、必要する事だけでと指導、管理する。

＜評価＞

7月1日入所で3ヶ月経過している。決められたスケジュールや荘内の当番、規則には大まかに慣れてきている。

当番や役割を行おうとする規則性の良さを本人様の利点として活用して、日課と生活習慣を整えていく。













